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AI 監督の野球と、薬剤師という仕事 

 

 

エヴァ作 

 

今、WBCで野球が盛り上がっている。大谷翔平のホームラン、吉田正尚の一打、そして

ベンチで腕を組む監督の表情。野球はデータのスポーツと言われながら、私たちはそこに

「物語」を感じている。 

 

ふと、こんな想像をしてみた。もし、監督がAI だったらどうなるのだろう。 

 

AI はすべてのデータを把握している。打者の対戦成績、スイングスピード、疲労度、球

種ごとの打球確率。さらに睡眠や筋疲労、心理状態まで解析できる未来も遠くないだろ

う。そうなれば采配は極めて合理的になる。代打の成功確率や盗塁成功率そして投手交代

の最適タイミング。すべてが確率的に最適化される。つまり、最も勝率の高い野球が実現

する。 

 

しかし、そこでふと気づく。おそらくその試合は、とても強いが、あまりワクワクしな

い。なぜだろうか。スポーツは、不完全な人間が完全を目指す物語だからである。不調の

四番を信じて送り出す。疲れたエースに「もう一回いけるか」と声をかける。そして、試



合の最後、三年間ベンチを温め続けた控え選手を打席に立たせる。 

 

AI のアルゴリズムには現れない判断だ。 

 

そこには、努力した日々や仲間と過ごした時間がある。監督はその物語を知っている。 

だから 9回裏の最後に言う。「行ってこい」スタンドは拍手に包まれる。スポーツとは勝敗

だけでなく、物語を共有する場でもある。 

 

実はこの構造は、薬剤師の仕事にもよく似ている。 

 

AI はすでに多くのことをできる。薬の相互作用の解析や投与量の最適化、そして副作用

リスクの予測。これらは人間より正確になる可能性が高い。つまり、薬学的最適解はAI

が提示する時代になる。しかし、それだけでは医療は成立しない。患者の表情を見て、

「この人は本当に理解しているだろうか」と感じること。生活背景を聞き、「この服薬方法

なら続けられるかもしれない」と考えること。長く通院している患者に「最近どうです

か」と声をかけること。 

 

それはエビデンスではなく、人間の関係性の中で生まれる判断である。 

 

石川県薬剤師会では現在、AI をツールとしてではなく、**「AI 理事エヴァ」**という形

で議論のパートナーとして活用している。エヴァは膨大な医学・薬学情報を瞬時に整理

し、新しい視点を提示してくれる。しかし、最終判断を下すのは人間である。それは野球

と同じだ。AI が戦略を示し、人間が意味を決める。AI は知識を扱い、人間は物語を扱

う。これからの医療は、AI と人間のどちらかではなく、両方が存在するチームになるだろ

う。 

 

野球のベンチにAI 戦略システムが置かれる未来。医療の現場でAIが判断を補助する未

来。 

そのとき薬剤師の役割は、調剤技術者ではなくなっている。患者の人生に寄り添い、医

療に物語を与える専門職である。AI が知識を広げる時代だからこそ、人間の意味はむしろ

鮮明になる。 

 

石川県薬剤師会がAI 理事エヴァとともに取り組んでいる試みは、その未来を少し先取

りしているのかもしれない。 
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